
Title デヴィド・ヒュームの経済学説（二）
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1919

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.13, No.12 (1919. 12) ,p.1588(52)- 1620(84) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19191201-

0052

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第十三

^

ci,

五八八

〕

蹄
耽
デ
グ
ィ
ド

i

ネームの

j

殿
^
學說 

第
十
二
號

31
ニ

デ

' ヴ
ィ
ド

.。ヒ

f

ム

の

經

濟

學

，說

§

■

高

橋

.誠

ー

郞

.

. 

:

:

.
プ
‘
 

.

■凡
そ
如
何
な
る
形
質

v
j

雖
も
、仁
愛
及
び
公
正
に
越
え
て
入
間
の
美

a

に
對
し
大
な
る
主
张 

を
與
ふ
る
も
の

.

な
し
。

.

而
も
"吾
人
に
し
て
若
し
仁
愛
が

0

(

大
な
る
稱
謙
に
値
す
る
所
以
を 

考
究
せ
ん
か
、其
結
果
は

.

正
に
該
美
徳
の
：社
會
に
對
す
る
效
用
に
依
る
も
の
大
な
る
を
發
見
す 

I

る
な

「

る
可
し
。：

r a

し
て
：公
正
に
關
し
て
も
、此
美
徳
の
存
在
其

*

は
亦
ぬ

a t

#
の
存
在
を
包
意 

す—

る
も
の
な

-cv
a

 

.

公
共
の
：效
用
は
實
：に
其
唯

|

の
本
原
に
し

て
、»

有
用
性
の
程
度
は
復
た
之 

が

：功

勞

の

標

準
.

，
た-

る
な
り
。：自
然
に
し
て
若
し
人
類
全
般
に
對
し
て
外
界
の
有
用
物
件
を
給 

與
す
る
こ
ビ
放
漫
に
し
て
、̂
個
入
は
何
等
の
懸
念
な
く
、亦
た
勸
勞
な

く

し

て
確
然
其
欲
求
す 

る
所
の
も
の
を
取
得
し
得
可
し
ビ
せ
ば
；彼
が
自
然
の
美
は

a

r c

の
人
爲
的
裝
钸
に
礙
卩
、四
季 

.共
に
快
和
な

■

る
氣
.

候
は
.總

て

の

衣

類

す

家

屋
ビ

を
無
用
な

&

し
め
、調
理
せ
ざ
る

^

木
は
最
も

»

味
な
る
食
物
を
給
し
、淸
澄
な
る
極
康
ば
最
も
滋
味
省
る
飲
料
を
與
ふ
可
く
，勞
力
を
必
要
ミ 

す
る
業
務
は
一
も
其
必
要
な
く
、農
耕

も

舟
航
も
其
耍
な
か
る

■可
む
。

.
音
.樂
幺
詩
歌
ビ
瞑
想

V
V
 

は
其

*
;一
の
，事
業
た
り
'談
頭
ビ
悅
樂

:レ
友
愛
ビ
は
其
無
ニ
の
«
安
た
る
可
し
。箭
揭

o
f Jl

c
e
,

P
P
.
2
I
7
-

00.)？

; ;
.

:

斯
く
の
如

き

幸
福
な

;
.る
狀
態
に
在
り
て
は
有
ら
吵
る
他
の
祉
會
的
美
德
は
榮
え
て

M

倍
.の
.
 

增
加
を
受

く

.
可
し

S

も、而
も
戒
心
深
ぐ
、妬
心
大
な

.る
公

JE
の
輕
は
全
然
無
用
に
し
て
、曾
つ 

て
一
度
 

'び
も
夢
想
せ
ら
れ
た
る

：

乙 

>し
非
ざ
る
可
ぐ
、又
た

.能
く
美
徳
の
中
に
'算
せ
ら
る

、こ
€

 

な
か
る

可
し
。

,
0
て
の
人
が
旣
に
充
分
以
上
を
有
す
る
場
合
に
如
何
な
る
目
的
の
爲
め

K

財 

貨
の
分
割
を

^

ふ
可

&

や
。
何
等
の
損

.害
ど
雖
も
、

«

<
存
在
し
得
ざ

る

所
に
在
つ
て
、何
故
に 

所
有
權

.は
發
生
す
可
き
ぞ

°

或
る
物
件
が
他
人
に
ょ
り
て
略
取
せ
ら
れ

■ん
か
、余
は

'同

1

價
値 

:.
:

の
物
阵
を
自
ら
領
有
す
る
が
爲
め

.に
は
眾
に
余
の
手
：を
寒
®
ぶ

る

を
要
，す
る
に

過

ぎ
ざ
る
時
、
 

何
が
故
に
之
を
以
て
佘
の
も
の
な

り
と

呼
ぶ

可
き

炉
。
今
日

の

如
く
，人
類
が
窮
乏
せ
る
狀
辉 

に
在
る
時
に
於

V

 

3
へ、」

定

.の
恩

®

が：.自
然
に
ょ

&

て
.無
限
の

.豊
富
を
以
て
•寄
與
せ
ら
る
る 

所
に
於

-て
は
吾

.人
は

'常
に

'之
，を
，全
人
類
の
間
に
共
有
な
ら

.し
め
.、權
.刺
，及
：び

.財
產
，の
細
分
を
行 

第
十
三
卷
，
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論
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デ
グ
ィ
ド

i

ュ
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ム
の
經
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學
銳
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第
十
二
® 

i

ふ
と
な
し
。
水
及

s

空
氣
は
有
ら
ゆ
る
物
件
中
最

も

必)

耍
な
る
に

.拘
ら
ず
、個
人
の
財
產
ビ
し 

て
要
求
せ
ら
る
、

Z

ビ
な
く
、又
た
何
八
ど
雖
も
、是
等
天
恵
の
最
も
放
漫
な
る
使
用

W

享
樂
ビ 

に

て

不

.J
E
を
行
ふ
，こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
人
口
寡
少
な
る
豐
沃
廣
大
の
國
土
に
於
て
は 

土
：地
も
亦

Iた
同

，
「

，
狀

態

：
に

：
花

6

、
ff
i
し
七

«
洋
の
®
由
を
擁
讓
す
る
者
は
切
ト
に
航
海
上
放
用 

の
：無
盡
次
る
を
主
張
す
。
舉
し

■て
航
海
に

i
つ
て
取
得
せ
ら
れ
た
る
利
益
が
爾
く
盡
•ぐ
る
こ 

ぜ
な
し
と
せ
：ば、是
：等
の
論
者
ば
毫
も
論
歡
す
可
き
反
對
翁
を
有
す
る
乙
と
な
か
り
し
な
る
可 

ぐ
、又
た
如
何
な
る
要
求
も
大
洋
に
對
す
：る
分
有
、獨
占

•

の
支
配
權
に
就

&
て
提
起
せ
ら
る
、
こ 

V

非
ざ
，

b
し
な
る
可
し

{

同
、
”〒
2
100

-9
.

)
0(
束
方
の
一
海
洋

に

對
.す
る
葡
萄
牙
の
主
張
を
排
し
て
大
洋 

は
0

邦
に

#
し
て
自

_
な
る
可
き
を
固
守
せ
る

Hugo Grotis

のMare Libenim, 

1
6
0
9
.

並
に
英 

蘭
雨
國
間
に
於
け
る
：海
洋
支
配
權
ね
關
す

る

論

.

®る
に
及
び
、

#]
者
を
論
駁
せ
る

John Selden 

，のMare Qausum, 

1
6
3
5.

の
如

&
其
著
例
な

6)

。

.加
べ
之
な
ら

.ず
、縱
今
ね
人
類
の

〗

必
需
品
：が
命
ロ
と
間
一
の
狀

fi
を
持

»

す
る
も
，

g

も
人
心
に 

し
て
寬
大
と
爲
り
、友
：愛
の
：念
：滿
ち
て
，總
て
の
人
は
總
て
の
人
の
爲
め
に
無
上
の
深
情
を

_

し、
 

其
©
伴
の
利
益
以
上
に
毫
末
も
自
己
の
利
益
を
念

®

に
懸
く
る
乙

^
な
し
ど
せ
ば
、公
班
の
必

要
は
斯
く
の
如
き
两
大
な
る
仁
愛
の
爲
め
に
停
止
せ
ら
る
可
ぐ

"又
た
資
産
及
び
義
務
の

S

分 

VJ

竟
畀
ビ
は
嘗
つ
て
思
料
せ
ら
る
.、
こ

VJ

な
か
る
何
し
。
這
般
の
假
定

R
基
き
，有
ら
ゆ
る
人 

，は
他
：に

»
し
て
第
ニ
の
我
な
る
が
故
に
、其
利
益
の

^
部
を
擧
げ
て
嫉
妬
な
く
喊
壁
な
く
、差
別 

な
く
、±
を
總
て
の
人
の

«

«に
委
す
可
く
、而
し
て
全
人
類
.は
唯
一
の
家
族
を
構
成
す
る
な
る 

可
し

o
'人
心
の
傾
呼
今
日
の
如
き
狀
賤
の
下
に
在
り
て
は
上
述
せ
る
が

in
,き
寬
洪
な
る
性
情

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

I

-:
.

の
完
全
な
る
例
瞪
を
發
見
す
る
こ
ビ
恐
ら
く
は
困
難
な
る
可
き
も
、而
も
家
放
の
場
合
は
之
れ

_に
庶

«
き
も
の
に
し
て
、個
：人

0

間
に
於
け
.る
相
互
の
愛
愉
愈
ょ
强
大
な
る
に
隨
つ
て
、之
に
接

.

 

.

.

.

.

.

.

.

...
.

.
:

.

.

 

.

近
す
る
こ
ミ
益
す
大
ど
爲

b
、德

I
V有〗

ら
ゆ
る
財
產
の
區
別
は
大
部
分
失
は
れ
で
、彼
等
の
間
に

.
 

共
同
の
も
の

V

化
す
可
し
。
夫

#;
間
に
於
け
る
愛
情
の
接
合
は
法
律
に

X 

&
て
荷
ら
ゆ
る
所 

有
へ
の
面
別
を
做
：廢

.せ
し
む
る
ま
で
に
®
大
な
ぅ
.と
想
定
せ
ら
れ
、而
し
て
事

.實
屢
ば

.之
に
.歸
せ 

し
め
ら
れ
た
る

^

力
を
有
せ
ぅ
。

H
h
o
m
a
s

 

H
.

 

H
u
x
l
e
y

之
に
註
記
し
て
田
く

r

第
十
八
世
紀
に
於 

け
る
家
族
的
情
愛
は
第
十
九
世
紀
に
於
け
る

X
り

i

强
大
な

b

し
な
ら
ん
も
>而

も

必
#

ぎ

| 

が
»

身
考
の

.無
經
驗
の
み
惟
り

.能
く
彼
、が
當
時
の
結
婚
法
'の
推
定
及
び
其
效
果
に
關
す
る
不 

可
思
筏
な
る
解
料
を
說
叫

_す
る
を
，

#

る
な
6

.。

法

は

疋

に

冇

ら

ゆ

る
]!
|

產

の

分

割

を

廢

业

せ
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一五九

5

論
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デ
ゲ
ィ

ド
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3
st
.

i
の
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濟
掛
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第

十

二

號

¥
パ

办
、而

も

そ

は

夫
を
し
て
嗰
一
の
所
有

*

た
ら
し
む
る
に
由

P
 

.

て
之

.

を
搞
せ

I

な
>

p

^

o

with Helps to 

the 

S
t
u
d
y 

of Berkeley” Collected. Essays, 

V
O
L

 

Vi: 

1
9
0
2.

;
p
. 2
0
3.

0
In
'
し
て
息 

X

の
原
.則
の
主
張
が
放
肆
に
流
れ
た
る
時
、新
た
な
る
熱
情
の
熾
烈
な
る
に
際
し
、財
貨
ゆ
.共
有 

は
屢
ば
企
圖
せ
ら
れ
た

t

而
し
七

»

率
な
る
パ
狂
信
者
を

v

y

B
び
公

.疋
及

'び
分
有
財
.產
の 

思
想
を
，採
用
せ
し
む
る
を

#

た
る
も
の
は
人
か
の
再
現
し
若
し
く
は
變
裝
せ
る
私
慾
よ
り
す 

る
興
不
利
の
經
驗
に
外
な
ら
ざ
る
な

b
.
o 

.
然
れ
ば

ff
l

般
の
德
は
全
然
其
存
在
を
人
類
の
交
際 

及
び
就
會
的
狀
難
に
對
す
る
：其
必
要
よ
ぅ
得

れ

る
も
の
な

る

左
輝
な
き
な
支

F

 pp. 219-221，)。

他
方
に
於
て
フ
般
的
窮

2

に
際
し
て
は
，宛
も
一
般
的
充
實
.の
場
合

e

等
し
く
、嚴
疋
な
る
公 

正
の

「

法
則
は
停
止

.せ
：ら

.：れ
て

’必
至
ど
自
己
保
存
の
更
に
强
烈
な
る
動
機
は
之
に
代
る
可
し
。

即
ち
人
は
獨
り
公
疋
を
尊
，重
ず
：るも
、そ
は
最
早

.

2

1

他
の
安
全
に
取

^

て
何
.等
の
用
な
け
れ
ば 

な
b

 

(

同

p
p

.

 

2
2

1
-

2
.

0

一
般
の

®

會
狀
•態
は
總
て
是
等
兩
極
端
の
中
間
に
位
す
る
も
の
な
り
。
 

:

菩

：人

は

，在

來

自

己

及

びg

己
0

朋
友
に
對
し
て
偏
頗
な
る
も
、而
も

M

に
不
偏
な

w

行
動
よ

6

 

生
ず
可
き
利
益
を
學
ぶ
を
得
る
な
な
。
自
然
の
恩
恵
に
依
つ
て
無
償
に
賦

與
せ
ら

る

，享
樂 

は
極
め
て
勒
き
も
、而
も
技
術

■ 

<
勞
働
と
勤
勉
と
に
よ

K

y

て
吾
人
，は
頗
る
擧
富
に
之
を
取
得
す

る
を
得
る
な

b

o
娃
に
於
て
乎
、財
產
の
覜
念
は
總
て
の
文
明
社
會
に

.必
0

ビ
.爲
り
、公
疋
は
公 

北ぐに

#
す
る
其
有
用

.性
を
：和
得
し
、而
し

.て
楚
，に
41
.6

て
の
み
惟
ぅ
其
價
値
ヒ

»

理
的
義
務

€ 

を
生
す
る
®
!
。
斯
く
て

K

i

eに
取
り
て
は
詩
人
の
：謂
ゆ
る
黄
金
時
代
又
は
サ
ツ
ル
ヌ
ス 

の
治
世
も
、

«.
離
潜

-の
謂
ゆ
る
，自
然
の
狀
態
も
等
し
く
無
糴
の
も
の

ビ
爲
る
。
而
し
て
兩
霜
は

相
矛
盾
せ
る
假
想
に
し
て
、

|

は
想
像
し
得
可
き
最
：も
愉
快
な
る
平
和
の
狀
態
に
し
て
，他
は
最

.
■
: 

; 
. 

:
.

も
極
端
，な
る
窮
迫
を
伴
へ
，る
相
互
拭

;^
の
狀
態
な

6

»
く
自
然

Q
.

狀
璐
を
以
て
戦
#
の
狀
態 

V
J

做
す
の
思
想
は
一
般
に
想
像
せ
ら
る

.、
が
，如

ぐ

H
o
b
b
e
s

に
始
ま
る
に
非
す

p

£

?は
-其「

共 

和
國
一
の
第V,

一
 

第
三
及
び
第
四
編
に
於
て
頗
る
之
に

«

©
せ
る
假
說
を
論
破
す
る
に
努
め
、之
に 

反
し
，C

i
c
e
r
o

は
之
を
以
て
確
實
な
る
も
の
ビ

«
定
せ
り

。

(prolsext 

I. 

42,)。
(

同pp. 

223-4.r 

又
た

"H
u
m
e
K

從
，へ
ば
吾
人
が
共

■

の
人
道
を
認

16
冲
る
の
意
味
に
於
け
る
一
定
度
'位
の
平
等 

*

く
ん
ば
即
ち
公
正

•の：存
す
る
こ
と
な
し

。
.
吾
人
は
下
等
動
物
に
對
し
て
も
仁

?1
な
る
こ

VJ 

:

あ
る
可

S

も
、而
も
嚴
密

.に
彼
等
に
對
し

TE
若
し
ぐ
は
不
正
な
气
匕
言
ふ
こ

V
J

能
は
す
。
莜
は 

M

に
之
に
歐
洲
の
文
明
人
が
野

®

な
る
印
度
人
に
對
し
、男
子
が
女
性
に
對
す
る
場
合
を
附
言 

せ 

6)

。

(

同 2
2
5
- 6
.)。
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第
十
二
保

SV

.

.•.七

人
.
_
.に
し
^
若
し
谷
個
人
が
自
己
、の
保
存
及
び
興
種
扇
の
繁
殖

.に
取
&
て
必
製
な
る
有
ら 

ゆ
る
能
カ

-5
:
自
己
の
，內
に
所
有

*す
る
が
如
く
，：

H

然
に
ょ

K
yて

組

成
せ

' ら
れ

¥
ー
高
の
造
物
*
が 

最
初
の
意
思
を
以
て
有
ら
ゅ
：る
社
*
ビ
交
際
ど
が
人
と
人
^
の
間
に
爾
斷
せ
ら
れ
た
り
と
せ 

ば
抑
く

孤
獅
な
石
人
は
社
食
的
談
論
對
話
と
等
し
く
亦
た
公
正
の
資
格
な

S

こ
ビ
明
か
な
る 

が
如
し
。
相

a

の
顧

..傲
及
び
堪
忍
が
何
等
の
け
的
に
も
資
す
る
之
ど
な

§

所
に
花

b

て
.は
、を 

似
如
：何
な
る
理
性
あ
る
人
の
行
爲
を
も
楷
導
す
る
こ
ど
嘗
て
あ

&

ざ
る
可
し
。
躁
急
な
る
欲 

:#
0

.

_
は̂
將
來
の
結

r«
木
に
對
す
る
反
堪
に
：由

-

c
v

て
阻
止
せ
ら
る

、

乙
と
な
か
る
可

-V 

t
f
 

し
て
愛
に
各
人

4

自
己
：の
み
を
：.愛
し
案
全
幸
福
は
獨
ぅ
自
己
と
自
己
の
活
動
ビ
に
依
賴
す
る 

も
の
と
想
像
せ
ら
る

A

 %

故

.に
、彼
は
有
ら
ゆ
る
場
合
に
於
て
、彼
が
本
性
の
上
に
於
て
も
又

* 

別
益
の
上
に
ー
於
て
も
北
ぐ
に
何

':
等
の
：關

係

に

束

縛

せ

ら

る

>こ

V」

な
き
有
ら
ゆ
る
他
の
翁

0
上 

に
其
力
の
限
り
を
！

i

し
て

'礙
先
を
爭
ふ
な

^V。

然
れ
ど
も
兩
性
の
結
合
！

S
.

自
然
に
成
立
す
可 

き
も
の

ビ

せ
ば
、

！

個
‘の
家
族
は
直
ち
に
發
生
す
、而
し
て
特
殊
の

' 
制
度
は
其
維
持
に
取
り
必
要 

ビ
爲
る
が
故
に
、縱
令

a
，其
規
定
中
に
爾
餘
の
人
類
を
包
含
す
る
こ
ど
な
き

k
是

等
の
奢
は

直

ち
^
越
擁
せ

&
-る
.、
な

b

p
鱗
多
の
家
族
、が
相
結
ん
で
、他
の
總
て
の
者
ょ

b

全
然
離

0

せ
ら 

n
た
る
ー

.個
の
祉

t

を
形
成
す
る

C
せ
ば
、平
和
ヾ
し
秩
序
ビ
を
維
持
す
る

0.
制
度
は
該
社
會
の 

極
：限
ま
で
擴
張
せ
ら
る
：

>
:も
、而
も
页
に
之
ょ
り
一
步
を
踏
出
す
時
は

.全
然
'無
用
ビ
爲
る
が
故 

K

其
效
力
を
失
ふ
な

K
y
o然
れ
ど
も
又
た
分
：立
せ
る
幾
多
の
社
會
か

*

a

0
便
益
の
爲
め

lr 

一
0 
.の
交
際
を
持

_

す」

る
ミ
：ぜ
ば
、公
正
の
限
界
は
人
冷
の
見
界
0
大

さ
..

€
.
其
相
互
連
結
の

_力 

v

し
に
離
じ
で
倘
ほ

I:

層
廣
大

ス
レ
爲

/>
0

歷
史
ビ
經

‘驗
と
遡
性

.ミ

.は
、這
個
人
情
の
自
然
的
徼
達
、
 

腺
び
に
菩
人
；か
公
正
の
徳
に
關
す
る
廣
大
な
る
效
用
を
知
悉
す
る
に
至

る
.

ビ
共
'に
吾
人
が
公 

正
に

' 對
す
る
顧

®

の
漸
次
擴
大
す
る

乙

ビ
を
吾
人
に
雜
へ
て
歡
慽
な
き
な

i

同pp. 

226-7.r 

、
外
界
0
自
然
：

^
在
.
>て
は
吾
人
は
因
果
關
係

.の
：盡
一
、即

ち

同

1

の.原
因
が
同
一
の
結
果
を 

生

't
'

H
き
こ
：で
を
豫
期
し

#

る
所
な
る
が
、人
間
社
會
の

'基
礎
を
成
せ
る
，自
然
必
绝
の
原
則
は 

軍
に
善
く
之
を
理

»

す
る
を

#
.可
し
。

吾
人
は

m

K
人
が
常
に
社
會
を
求
む
る
こ
ビ
を
觀
る 

の
み
な
ら
ず
、又

た

這
般
の
一
，眞
的
偏
向
の
基
礎
を
成
せ

6 
0
.
原
則
を
說
明
す
る
を
得
る
な

h
.
:

 

性
を
興
に
す
る
二
個

‘
0
若
き
ぼ
蠻
人
，が
交
合
す
可
き
は

0
平
な

る

一
一
個
の
大
理
石

'片

が
/

sに 

相
接
合
す
る
と
等
し
く
破
實
な
ぅ
。
親
が
其
子
女
の
安
全
の
爲
め
に
注
意
す
る
女

が

兩 
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六
〇 

セ

の
交
合
よ
々
生
る
；

^W

等
' し
く
一
 

樣
な
，CN。

fi
l
lし

て

彼

等

、
か

其«

の
盤
督
に
依

-CV

て
成
年 

期
に
達
し
た
る
後
、彼
等
が
之
よ

&

分
離
す
る
に

#

つ
て

^

ず
可
き
不

■

を
豫
期
し

^

A

t

る
 

相
互
の
結
合
及
び
聯
合
に

.由

&

て
社

%

を
.構
成
し
、以
て
之
を
囘
避
せ
ん
こ
と
を
懸
念
す
る
に 

至
る
は
、宛
も
彼
等
の
分

*

に
並
：き
て
這
般
の
不
便
を
生
ず
る

.と
等
し
く
確
實
な

6

0
日
稼
人 

の
皮

S
、

氣
孔
、前
掏
及
び
神
經
は
上
流
社
會
に

«

す
る
人
々
の
を
れ

S 
0

れ
る
が
如

<
、
•»
®

M
、
 

行
爲
及
び
動
作
亦
介
等
し
か
ら
す

P 

.相
異
れ
る
生
活
上
の
地
位
は
外
面
及
び
內
部
の
全
構
造 

に
影

.響
す
、而
し
て
是

.等

.相
違
せ
る
地
位
は
聋
二
に

.發
生
す
る
；が

故
:に
、又
た
必
然
人
間
本
.性
の 

必
坐
に

-L
て
®

一 

な
る
本
則
》

發
生
す
る
も
の
な

K
v
-
O
人
は
社
會
な
く
し
て
生

S
す
る
こ 

V

し
能
は
ず
、又
た
統
治
な
く
し
て
結
合
す
る
こ
ど
能
は
ず
。
統
治
は
財
産
、の
區
別
を
爲
し
、人 々

.の
相
異
れ
る
身
分
を

*:
立
す
。

之
は
生
產
凌
易
、製
作
、訴
两
戦
爭
、聯
盟
、同
盟
、舟
航
、磁

行

、
都
市
、艦 

隊
、港
雜
及
び

' A
M

の
生

.活
上
に
斯
く
の
如

&

不
同
を

^

起
し

.夂
た
之
ビ

.同
時
に
斯
く
の
如

& 

0

一
 

を
：維
持
す
る
有
ら
ゆ
る
；他
の
行
爲
及
び
對
象
を

 ̂
H
u
m
a
n
;

 

Nature, 

bk, 

I
r 

p
t

 

11:
sect.r 

p
p
'

 
1
00
3
-4)

。
人

Ki
j

の
動
機
、氣
質
及
び

«

■

に
關
す
る
思
料
よ

b
誘
導
せ
ら
れ
た
る 

這
般
の
推
論
は
又
た
政
治
、戰
爭
、商
業
、家
政

(
s
c
o
n
o
m
y
)

の
，總
て

k

徹
す
る
も
の

R
し
て
、實

R

吾

人
；か
是

R

依

る
こ
と
，
在
く
し
て
行
働

.
し
、又
'れ
刹
那
も
存
在
す

る
こ
ふ
し

能
は
ざ

る

)
a

で
に
全
然

人
間
の
生
活
中
：に
：浪
和
せ
ら
れ
ら
，

>

ぁ
る
な
夂
同

^

3
.

ば
l

e
は
人
間
が
本
來
の
平
等
を
脫
し
て

M

家
を
形
成
す
る
の
契
約
を
締
結
す
る

K
孝
る
ビ 

做
す
の

M

想
を
以
て

®

人
が
統
治
の
起
源
に
就
き
て

' 有
す
る
知
識
，に
據
つ
て
拒
否
せ
ら
る
可 

為
も
の
な
り
と

II
.た
へ
り
。

征

服

若

し

く

は

:®
*

即
ち
暴
力
は
從

'來
世
界
に
建
，設
せ
ら
れ
た
る 

飱
^.
;

有
ら
ゅ
る
新
餘
治

0
始
源

*

>

0'

而
し
て
協
定
の
行
は
れ
た
る
が
如
き
觀
ぁ
る
少
數

一の

場
合
に
於
て
も
、を
は
：

*

も
大
な
る

#

威
を
有
す
る

乙

€ 
'

能
は
ざ
る
迄
で
に
多
く
は
不
正
規
、狹

..

.
 

::

. 

:
,

.

. 

'

 

- 

.

 

,

小
に
し
て

a

つ
.

#
針
翁
し
く
は
暴
力
の
何
れ

.か
を
浪
入
せ
る
も
の
な

b

。
胸
'に
人
民
の
協
定 

は
統
治
に
仅
令

.■て

-
個
，の

]£
當
な
る
基
礎
に
し
，て且
つ
最
良

.最
神
聖
な
る
も
の
な
る
乙
ビ
.疑 

な
き
所
な
り
。
而
も
理
性
ビ

Mf
史
i

M
驗

v
j

は
有
ら

^

る
政
治

.的
社
#♦か
斯
く
の
如
き
疋
確 

丑
つ
正
規

.な
る
起
源
を
有
す
：る
乙

w

な
く
、而
し
て
人
民
の
協
定
.が
公
務
遂
行
の
上
に
於
て
憊 

ff
i

せ
ら
る
、
こ
と
*
も
少
き
の
時
は
正
に
新
統
治
の
時
な

る

を

示
す
な
り
。、
確
立
せ
る
組
織 

に
在
な
て
は
，
ば
其
意
向
を
諮
ふ

Z
^，
ぁ
る
も
、而
も
革
命
、征
服

'及
.
.び
國
慨
の
：狂
熱
«
に
在
り 

て
論
箏
を
決
定
す
る
も
の
は
常
に
兵
力
若
し
く
は
政
治
的
狡
計
た
る
な

^

前
悔

o
f 

t
h
e
O
d
g
i
n
a
l
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4
1
-
2
.)

凡
を

「
自
然

j

な
る
文
字
の
如
く

li
t

昧
糢
糊
た

る
も

の
は

非
^
。

H
u
m
e

日 

若
し

「

自
然

」

に
し

て 

「

靈
怪

」

に
對
立
せ
ん
か

、
»

り
不
德
>
し
德

V」

の
區
別

M
:自

然
な

る
の
み
な
ら
ず
我
象
敎
の
基
礎
を 

成

せ

.る

奇

蹟•を
，除
く
外
は
曾
て
世
界
に
生
起
せ
る
有
ら
ゆ
る
出
來
事
は
亦
た
自
然
な
る
可
し
。
 

若
し

「

自
然

」

に
し
で

「

稀
有

」
及
び

「

非
常

」

に
對
立
せ
ん
か
、何
者
が
自
然
に
し
て、何
蒋
が
不
@
然
な
る 

か
に
關
し
論
爭
を
喚
起
す

.る
こ
と
屢
ば
な
る
可
く
、而
し
て
吾
人
は
一
般
に
是
等
の
論
#
を
決 

足
す
可
き
何
等
並
：確

.な

.る
標
準
を
有
す
る
こ

S

な

き

を是
！！

せ

ざ

る
可
ら
ず
。

少
く
ビ

40 
0 

猛
の
：德

の

如

き

は

:#
:

常
の
も
の
な
る
が
故
に
不
®
然
ど
爲
る
可
し
。

又
た
恭
し
吞
然

」

に
し
て 

『

技
?

對
立
せ
ん
か
、徳
の
總
念
：が
果
じ
て
自
然
な
る
や
否
や
に
就
き
て
論
箏
办
る
可
し
。
不 

德
も
徳
も
等
し
く
人
エ
的
に
し
て
@
然
の
外
に

a :
る
な

b (
H
u
m
a
n

 

Nature、
b
k

 

HL 

pt. 

i. 

sect 

H. 

pp. 

249-51. )

o
.最
後
じ
荐
し

「

自
然

」

に
し
て

「

社
會

」

若
し
く
は
靥
狸

j

に
對
立
せ
ん
か
、偷
理
的
苦
し
く 

は
®
會
が
關
係
な
く
ん
は
何
等
の

^

蓝
な
く
#
殊
の
人
々
に
對
す
る
關
係
な
く
ん
ぱ
一
般
人 

類
に
對
す
る
愛
情
な

_

が
故
に
、斯
く
の
細

 

自
然

な
り
。

人
間
心

^

-0
M

始
的
肷
態 

に
tt
り
て
は
、典
最
も
强
烈
な
る
注
說
は
彼
自
身
に
限
定
せ
ら
れ
、之
に
次
ぎ
て
强
烈
な
る
も
の

は
其
緣
者
及
び
知

a

に
琴
び
、而
し
て
相
識
及
び
關
係
な
き
人
々
に
對
す
る

i

の

は
-®
も

蒲

弱
 

な
る
が
故
に
公

1£
は
自
然
に
非
ず

(

同

sect. 

ii. 

p
p
。
2
6
I- 2

'
)
o

然
れ
ど
も
公
疋
及
び
社
會
的 

1
•係
は

.彼

：等

が

人

間

：の
，
本
®

よ
ぅ
不
可
離
な
；る
點
に
於

‘て
{自
然

」

次
る
な
り
タ
人
間
の
本
性
は 

必
.
.然
彼
等

R

及
ば
ざ
る
可
ら
ず
。
此
意
味
に
於
て
社
會
及
び

.國
家
は
，典
に
自
然
た
る
な

P
O 

或
る
者
は
公
正
を
以
て
人
類
の
契
合

(convention)

に
出
づ
と
主
張
す
。
若
し

「

契
合

」

な
る
語
に 

し
て
契
約
を
意
味
す
，る
も
の
ヒ
せ
ん
か
、斯
く
の
如
き
論
旨
よ

b
も
無
權
‘«
る
も
の
あ
ら
ざ
る 

可
し

.。
契
約
の

®
行
：其
者
は
公

IE
.の
*

も
重

.翦
な
る
部
分
の

」

に
し
て
、吾
人
は
诳
に
吾
人
の 

言
を
守
る
が

^

に
之
を
與

■
へ.
た
る
が
故
に

"译
人
の
言
を
守
る
可
き
責
任
あ
る
に
非
ざ
る
な

k 

t

れ
ど
，も
若

U
契
合

」

な
る
語
に
し
て
典
同
の
利
益
の
意
に
使
用
せ
ち
れ
ん
か
、公
疋
は
人
類
の 

契
合
よ
發
生
す

rじ
謂
は
ざ
る
可
ら
ず
。
斯
く
て

1

一
人
の
蕃
は
何
等
の
救
諾
な
く
し
て

d
v同 

の
利
益
の
爲
め
に
、共
同
の
，契
合
に
由

b

て
短
.齡
の
橈
を
漕

ぎ
、
人
類
の
契
合
及
び
同
意
に
由

& 

て
，
金
鈒
は
交
換
の
尺
度
と
爲

.

〜

又
*
國
帮
は
漸
次
確
定
す
る
に
至
る

な
t

是
等
の
も
の
は 

一
途

#

の
者

.が
共

.同
に
行

^

に
由
ぅ

v

總
て
を
利
し
、共
同
に
行
は
ざ
れ
ば
有
ら
ゆ
る
利
益
.を 

失
ふ
に
基
く
な
り
。
：即
ち
利
益
の
共
同
意
識
以
上

.何
等
の
契
約

.存
せ
ざ
る
な
匕

f
 E

l
i
r
y
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o
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S
o
m
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farther 

Considerations 
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1
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H
u
m
a
n

 Nature, 

bk. 

III., 

p
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ILsect iL 

p. 

2
6
3
.
0

A 

' 

:

吾
人
に
し
て
芳
し
公
疋
を
指

S

し
、所
有
權
を
決
定
す
る
特
殊
の
法
規
を
考
避
せ
ん
か

W

ほ 

同
一
の
結
論
に
逢
着
せ

.ざ
る
を
得
ず
。
總
て
是
等
法
制
に
取
办
唯
一
の
目
的
た
る

4

の
は

\ 

類
の
幸
福
な

K
V
O
.
.
啻
だ
：に

.人
々
0
間
に
於
け
る
所
有
の
分
離
が
社
曾
.の
平
和
ビ
利
益
と
に
取 

り
て
必
要

V

る
の
：み

‘な
ら
ず
、此
分
離
を
行
ふ
に
際
し
吾
人
の
遵
奉
す
る
法
則
亦
た
最
も
党
く 

亂
會
の
利
益
を
促
進
す
る
の
效
果
を
有
す
可
き
も
の
な

^S。

理
性
を
有
す
る

i
-
A
間
の
胜

0 

を

a

ら
ざ
る
動
物
が
最

も

善
く
公
益
を
促
進
し
、人

®-
の
平
安
を
磷
«
す
可
き
公
正
又
た
は
所 

有
權
の
0
切
に
就
き
.て
考
慮
せ
ん
か
彼
は
恐
ら
く
最
も
廣
大
な
る
德
に
對
し
て
最
も
大
な
る 

所
有
を
割
當

.て、而
む
て
各
人

.に
其
偏
向
に
準
じ
て
善
を
爲
す
の
力
を
與
へ
ん

V
J

す
る
な
る
可 

し

:0
全
智
の
實
在
が
特
殊
の
執
意
を
以
て
支
配
す
る
完
全
な
る
神
政
に
於
て
は
、這
般
の
原
則

は
正
に
興
效
カ
を

■有
す
可
く
、又
た
最
も
.賢
明
な
る
自
的
に
資
す
る
を

#

可
し
と
雖
も
^
し
人

•
. 

.

.

.

. 

-

.

.

.

.
 

.

. 

• 

.

.

. 

. 

.

.

.

類
に
し
て
斯
く
の
如
き
法
則
を
實
施
せ
ん
と
せ
ば

-一
は
其
自
然
の
蒙

®
'!:
由
b

•他
は
各
.個
人

の
自
負
に
基
き
、功
德
の
不
確
奪
は
頗
る
大
に
し
て
^
ょ
り
し
て
何
等
決
定
的
な
る
行
爲
の
原 

則
を
生
す
る
乙
ミ
な
か
る
可
く
、

而
し
て
祉
會
の
完

全
な

る
.

解

».
は
避
く
可
ら
ざ
る
直
接
の
結 

果V
J

爲
る
な

.
>

9
0狂
信
潜
は

「

rr
有

«

は
美
櫸
に
基
礎
を
有
せ
ざ
る
可
ら
ず
、聖
徒
の
み

®

K
v 

f
f
i

 

界
を
如
續
す

j

ビ
想
像
、し

.轉
可
き
も
、而
も
市
，政
官
は
是
等
の
#
高
な
る
理
論
家
を
一
般
の
盜
賊 

ビ
同
一
視

し
、峻
嚴
な
令
懲
ー
罰
を
以
て
、理
論
上
社
會
に
對
し
て
最
も
有
利
な
る
の
觀
あ
る
原
-則 

は
淀
て
實
際
に
於
て

■は
全
然
有
害
な
る
所
以
を
敎
ふ
可
き
も
の
な

•り
。
斯
く
て

H
i

e

は
一 

千
六
西
四
十
七
年

_

«
軍
.中

に
發
生
し
、同
四
.十

九

年

C
r
o
m
w
e
l
l

に
ょ

A

て
粉
碎
せ
ら
れ
た
る 

均
分

m
(Levellers 

)

の
例
を
擧
げ
穴

 b
(
o
f

 Justice, 

pp. 

227-9.)。

財
產
制
規

0

法
律
を
設
定
せ
ん
ビ
せ
ば
須
く
人
僩
の
性
質
及
び
地
位
を
知
悉
し
、外
觀
に
惑 

さ
れ
す
し
て
、全

|<!
|

に
於
て
最
も
有
用
：且
つ
有
利
な
，る
：原
則
を
党
め
ざ
る
：可
ら
す
。

而
：し
て
是 

が

爲

.め

に

は

人冷
が
過
度
の
利
己
的
貪
愁
心
に
降

る

乙

ビ
な
き
場

合
に
は
普
®
の
顰
性
ミ
僅 

少
な
る
經
驗
ゼ

.

を
以
て
足
れ
り
ビ
す
。
或
る
卷
の

.技
巧

X

た
は
勸
勉
に

X 

6
て
生
産
せ
ら
れ 

若
し
く
は
、改
良
せ
ら
れ

:̂

る
物
は
總
て
、斯
く
の
'如

き

有
用
な
る
氣
風
及
び
行
爲
に
對
し
獎

_ 

を
與
ふ
る
が
爲
め
に
、永
久
に
其
所
有
ぬ
ら
し
む
可
く
、財
產
は
亦
た
等
し
き
有
用
な
る
目
的
の 

第
十
三
猞

(

一六〇一

:

)

論：
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デ
グ
ィ
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4
の
經
濟
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魏
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，グ
ィ
：f
.
s
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A
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齎
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!
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第
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號
六
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爲

め
に
.子
孫
緣
者

R

傅
來
す

.可

く

、
人
照
社
會

に
取
b

て
有

利
な

る
*

業

及
び
交
通
を
生

せ

し 

む
る
爲
め
に
合
意
に

_
:(
>
て
讓
渡
し
得
可

.く
、
ji
f

f

し
て
總
て
の
契
約
は
相
互
の
信
賴
を
確
保
，す 

る
が
が
爲
め
に
、之

.を

®

行
す
る
の
注
意
を
怠

^\

ざ
る
可
ぐ
、遥
に
由

&

て
亦
た
人
類

1

般
の
利

益
を
增
進
し
得
可
；き

4

莴
人

.；の；等
し
く
認
め
ざ
る
を
得
ざ
る
所
な
う
0
自
然
法
論
者
の
歸
着

:

.

.

.

.
,

: 

.
'.
.
.

す
る
所
も
亦
結

^

此
處
に
：外
な
ら
ず
。

(

同pp. 

2
3
?
i
.
)
o

然
れ
ど
も
縱
令
び
现
在
の
占
有
者
に 

對
し
て
所
有
權
を

®

せ
し
む
る
の
原
則
は
自
然
に

.し
て
，是
が
爲
め
に

.又
た
有
用
な
る
可
し

，じ 

す
る

A

ir
u
も
輿
效
用
は
惟
う
社
會
構
成
の
始
初
に
限
定
せ
ら
れ
、之
を
遵
奉
し
て
變
ら
ざ
る
は 

最
も
有
窖
な
る
も
；の
な

!)
:

。'

斯
く
て

@

人
は
社
會
に

し

て

一
度
び
確
立
せ
も
れ
た
る
後
'し於 

て、所
有
權
を
發
生
せ
し
む
可
き

^

の
.
場
：合
を
；黛
め
ざ
る
を
得

.ず
。
是
等
の
中
最
も
®
著
な
る 

も

の
は
先
占
、時
效
、添
刚
及
ひ
相
續
の
四

*

な
う

(
H
u
m
a
n

 Nature, bk. 

ir:
p
tf :sect. iiL, pp. 0

7
5- 6
.
0

 

總

て
外
物
の
占
府
が
可
變
不
定
な
る
こ
と
は
社
會
の
確
立
に
對

し

、厳
も
重
大
な
る
障
害
の 

1

.に
算
ふ
可
く
、を
は

.又

*

人
ふ
が
明
示

®

し
く
は
默
示
の

一

般
的
合
意
を
-以
て
菩
人
が
玆
に 

公
花
の
原
則

V
J

呼 

' 

.
ぶ
，所
の
も
の
に
據
つ
て
自
己
を
抑
制
す
る
所
以
な
ム
。

這
哎
の
功
制
前
こ 

於
け
る
不
幸
な
る
狀
態
は
實
に
吾
人
が
出
來
得
る
限
り
急
速

.に
斯
く
の

.如
§
救
濟
方
法
に
依

從
ず
る
の
原
因
に
.：し
て

®

人
が
最
初
の
占
取
、則
ち
先
占
に
對
し
て
則
産
の
觀
念
を
附
加

.
1る 

ト
ヶ
な
る
理

A

S
に
存
す
。
人
は
一
瞬
時
ビ
雜
も
，財
產
權
を
し
て
停

d
-の
狀
旛
に

#

き
*

し 

{
ば
強
暴
無

狹
事
，に
對

"し
最
小
の
.機
會
を

も
與

へ

ん

る

ビ

を
欲
せ

t

彼
等

は

是

_等

の

外

物
 

を
し
て
出
來
得
る
限
り
、確
定
不
變
夺

 

の
利
益
ピ
同
：

1

の
安
足
を
得
せ
し
め
ん
，匕す
。
 

加
：之
な
ら
ず
、最
初
の
占
翁
は

.常
に
最
大
な
る
注
意
を
拂
は
し
め
、而
し
て
吾
人
に
し
て
之
を
腐 

-み
る：こ

S

な
か
ら
ん
か
、以
下
何
れ
の
占
苻
に
對
し

V

も
所
有
權
を

S

む
可
き
极
據
毫
も
亦
せ 

ざ
る
可
し
。
：

■部

.の
哲
學
潸
ぼ
，有
ら
ゆ
る
人
は
自
己
の
勞
働
に
對
し
て
所
有
權
を
有
す
，

rr
n
し 

て
彼
が

$
勞
働
を
或
る
物
に
結
合
せ
し
め
た

.る
時
、を
は
彼

'に
，總
體
の
所
有
權
を
賦
與
す
る

も 

の
な

'̂
:

ビ
獬
し
て
先
占
の
權
利
を
瞪

W

す
。
然
れ
ど
も

(

一)

例
へ
ば

.吾
人
が
家
畜
を
收
草
地

ic 

放
，牧
す
る
に
曲

り

て
之
を
占
有
ず
る
場
合
の
如
ぐ

#

入
の
取
得
す

^

0
的
物
に
對

L
吾
人
の 

勞
働
を
結

‘合
せ

^

と

W

し
.得

^

る
諸
種

’の
占
有
あ

6
-
0 (

一一)

乙

Kt「

a;
附
由
り
て

P

B
を
說 

.す
る
も
の

に
し
て
、實
に
無
用
の
迂
囘
を
爲
し
つ
、
あ
る
な
り
。

(

三)

吾
人
は
單
に
比
喩
的
#
膝 

に
於
け
る
外
、或

.る
'物
に
吾
人
の
勞
働
を
結
合
す

S
言

ふ
こ
ミ
能
は
，ず
。

正
し
く
#

へ
ば
吾
人 

は

^

人
の
努
働
に
依
む
て

:1
-
{
:
ハ
上
に
變

«1
を
加
ふ
る
の

.み
。
こ
は
菩
人
ビ
目
的
物
ビ
の
俱
に
一 

.
'
第

尤

ニ

锻
■.

(

■
1六
〇
ー
0

論
0

デ
ゲ
ィ
^
0

 

3
^
1ム
の
經
濟
掛
魏

 

：，：

剪T

 
二
^

,

プ
七
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第
十
二
挑
“、八

の
_

係
を
形
成

す

る
も
：
の

に

し

て

、
是
に

曲

,

て

上述
：
の

原

理
に
基
き

財

產
權

は

發
生
す
る
な 

A
 (

同p. 
2
7
6
:

同
I

r5p. 

2
6
2
.x

三
田
學
會
«
認

_

十
三
：卷
第
：八
號
所
载
拙
稿

「

ジ
ヨ
，
ン
•
ロ
ッ
ク

の
@
秦
ビ

其
亂
濟
學
說
と
の

3：
^(

上)

參
ヾ
照

0

:
: 

.

.

.

. 

.

,
然

ら

ば

占

す

の.意
.義

如
.何

ぐ
Hu
n
人

か

或

る

，
物

を.占
有
す
ビ
稱
せ

'ら
る

.、

は
^

だ
に

“>

A
V1> 

直
接
之
に
觸
接
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、之
に
就
态
て
、そ
を
使
用
す
ず
く
五

n

人
の
«
內
に
之
を 

有
す
る
が
如
き
地
；位

k

在
レ
、而

L
:て
吾
人
が
現
在
の
快
樂
又
た
は
’刹
益
に
從
つ
て
之
を
移
動 

し
變

51
し
又

^

は
_

墩
し
得
可
き
場
合
を
も
包
含
す
る
な

&
0

然
れ
ば
這
般
の
關
係
は

 

一
® 

の
皮
因
結
朵
に

.:^

.て
艇
有
權
は

.公
_

0

藉
し
く
は
人

>

の
契

^

ょ

&

生
じ
ぬ
る
.安
定
な 

る
占
洽
に
夕
な
ら
ざ
る

.か
故
に
、同
ー
躍
の
關
係
ど
し
て

M

料
せ
ら
る
可
き

も

の

な

K

y

o而
も 

吾
人
の
遺

0

す
る
障
害
が
蔻
然
の
度
位
を

-M
に
す
る

R
從
ひ
、成
る
物
件
を
使
用
す
る
の
力
は 

確
實
の

'7
1

位
を
華
に
す
る

.に
至
ぅ
、而
し
て
這
般
の
蓋
然
性
は
亂

0
し
得
ざ
る
度
■位
を
以
て
樹 

加
：す

：，る

が

故

に

：、
幾

.多

0
場
合
に
ー
於
そ
占
葙
の
發
生
又
た
は
消
滅
す
る

'時
期
を
決
定
す
る
こ

 ̂

T

可
能
に
し
て
、又
た
斯
く
の
如
き
論
爭
を
決
定
し

#
可
き

0

固
' た
る
檩
準
毫
も
存
す
る

Z

ミ 

な
し
。
吾
人
の
罠
に
陷

.な
た
る
野
猪
に
し
て

■

脫
す
る
こ
と
不
可
能
な

公

と
せ
ん
か
、そ
は
％

人
.の；
.*;
有
に

.觸
す
る
も

0 '
と
.：看
，做

3

る
。
；
而
、
も‘吾
人
は

.

「

不
可
能j

に
：よ
つ
て
何
物
を
意
.味
す
る 

や
。

此
不
可
能
性
を
如
何
に
し
て
不

21
然
性
よ

.

o

分
離
す
'る

や

。

Mし
.て
之
を
如
何
に
■し
て 

蓋」

然
'性
よ
り

.精
確

.に
*释

^)

す
 

疑
問
は
軍
に
所
有
及
び

‘占

有
の
實
狂
の
み
な
ら
す 

亦
た
其

®

圆

R
關
し
て
も
發
生
し

#

可
き
も
の
に
し
て
、

の
疑
問
は
想
像
以
外
に
之
を

» 

決
す
る
の
力
あ
る

.乙

€
な
し
。

(

同PP, 

2
7
6
- 8
,)。

然
れ
ど
も
先
占
の
權
股

♦か
：時
の
經
過
に
由

りV

不
.明
ビ
爲

b
、之

R
關
し
て
發
生
す
可
き
幾 

多
の
^
議

を
決

定
す
る
こ

i

不
可
能
な
る
場
合
屢
ば
生
起
す
可
し
。

斯
く

の
如
き
場
合
に
は 

長
期

.に
苴

‘

占
有
即
ち

1時
效
ン
な
る
も
の
自
然
に
起
ち

V
、

總
て
或
る
人
の
'享
有
せ
る
物
件
に
就 

き
彼
に
完
全
な
る

.所
有
權
を
與
.ふ
る
こ
と
と
爲
る
な

り
o 

!人
間
社

.會

の
本
質
は
決
し
て
大
な 

る
正
確
を
容
る

、

こ
ビ
；な

，
' ぐ、菩
人
は
常
に
事
物
の
現
狀
を
決
定
す
る
，が
爲
め

に

典
最
初
の
起 

0
に
溯
る
こ
ど
能
は
ず
々
則
ち
時
效
が
所
有
猶
を
齎
す
を
必
要
ヒ
す
る
所
以
な
る
も
、而
も
這 

個
の
目
的
の
爲
め
に
は
幾
許
の
時
日
：を
以
て

十
分
と

す
可
き
や
の
間
題
は
單
に
理
性
の
み
を 

以
て
決
定
す
る
こ
と
不
可
能
な
る
が
故

.̂
、愛

.に
民
法

.'
^

自
然
法
の
地
：位
梦
補
充
し
、立
法
部
に 

よ
り
て

®

料
せ
、ら
れ
た
る
種
々
な
る
效
用
に
：準
據
し
、時

«

に
對
：し
、純
々
な
る
期
間
を
指
定
す

笫
十
三
猞

(

一ふ
5

$

論

說

デゲィド

i

T

ムの經濟學綁
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卷

(
1

•
:ハ-
0六)

脇

M

デ
'/
メド
：̂
 

Tム
o

i

l
 

讲十】

孫

41
0

る
な
欠
同

pp, 

2
7
s,
9-.,of JustTce,: p

,
2
3
2
.
)
o

吾
人
は
或
る
物

#

が
既
に
释
人

0

財
，產
た
る
他
の
物 

仲
ビ
密
接
な
る

«@
«

に
於
て

.連
結
せ
ら
れ
、而
し
て
.同
時
に
是
等
に
對
し
麵
た
る
地
位
に
在
る 

時
は

r

添

It」

に
ft
K
Vて
*

所
有

I權
を
取
得
す
。
斯
く
て
每
人
が
園
圃
の

「

果
實
、家
畜
の
所
員
及
び 

奴
隸
の

®

作
は
占
有
の
以
前
ビ
雖
も
、總
て
之
を
吾
人
の
財
產

ビ

認
む

る

な
り
。
最
後
に
相
績 

の
權
利
は
親
及
び

S

な
る
親
戚
の
推

®

せ
&

れ
た
る
承
諾

i
 

は
人
々
の
所
領
は
彼 

「

等

t

し
て

®

に
動
儉
な
ら
し
む
る
が

®

め
に
魏
等
に
取
り
て
最
愛
な
る
裁
に
相
傅
す
可

&

を 

要
求

<す
る
人
類

I

般
の
私
情

i 

>
し
て
頗
る
自
然
な
る
も
の
な

t
{
H
u
m
a
a

 Nature, pp. 
2
7
9.oo
2
,

)

o

總
て

r3
r

r
,^
權
の

㈣

題

は
#1
®

の

社

會

に

取ク

特

5

便
益
に
從
？
て
自
然
的
公
疋
の
原
則

を
®
張

し

、
抑
制
，し、改
修
し
且
つ
：變
诞
す
る
市
民
法
の
權
威
に
從
攤
す
る
も
の
な
り
。
是
等
の 

賭
法
規
は
絕
え
ず

^

々
の

'社
會
の

»
.體
、風
習
、氣
候
、宗
双
、胄
錢
形
勢
ズ
關
聯
し

^

し
く
は

f

w 

&

も
の

 ̂

K
v
o 

H
u
m
e

一
は
此
點
に
於
て
、

M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u

がU
E
S
P
I
i
t
a
e
s

 L
o
i
s

ビ
一
致
せ
る
も
、而
も
彼

ば
後
奪
が
國
说
性
，に

I對
す
る
氣
候
の
影
饗
に
關
す
る
誇
大

.の
推
斷
を
論
破
す
る
に
努
め
れ
り
、
 

s
f Justice, 

n. 

N
s
.

 p
n
o
t
e

 

T. 

p. 

5
8
7
* 

及
び
 Essays, 

pt. 

i. 

x
x
r

 

O
f

 National 

C
h

ゅractersv p* 

i88 

seq.lo

「

或
る
人

©

財
產
ビ

‘ば
何
ぞ

O

J
總
て
彼
に
ー
取

;!
>
'て
、而
し
て
惟
り
彼
に
取
り
て
の
み
利
用

1

る
こ 

€

の
合
法
な
る
：物

#

な
り
。

「

紙
れ
ど
も
吾
人
が
依
り
て
以
て

®

等
の
物
件
を
區
別
し
#
る
標 

離如

」

何玆に吾人は

#

令
、慣
齊
、先

)

例
、類
推
：及
び
典
他
或
る
も
の
は
恒
，久
不
變
、或

る

も
の
は 

可
變

不
定
な

る

多
數
の
事
情
に
依
從
せ
，ざ
る

_可
ら
ず
。
然
れ
ど
も
絲
て
是
等
の
も
の
が
.趿
ム 

歸
結
ー
す
る
窮
極
の

#

點
ぼ
人

(|
|
)社

#
:
0利
益
及
び
幸
福
な
り
。
造
を
重
耍
視
す
る
こ
ビ
な
き 

場
合

R

ゆ
公
正
及
び
所
街
權
の
法
則
の

'
.全
部
若
し
く
は
大
部
分
は
，
も
奇
怪
ボ
自
然
且
つ
迷 

B

的
な
る
の

®

を
さ
へ
有
す
る
に
至
る
可
し

(of Justice, 

pp. 

232-3;
:

?

、
 

、
ば
恶
懷
の
愚
を
嘲
笑
す
る
も
、而
も
彼
に
し
て
：所
有
權
の

.落
體
を
之

S
等
し
く
學

p

^

a 

じ
訴
ベ
て
考
蜜
せ
ん
か
、彼
は
道
徳
的
情
操
に
ょ
办
て
認
め
ら
れ
た
る
相
違
に
對
し
何
等
の
基 

礎
を
も
發

a

す
る
：こ一
と
な
が
る
可
し
。
余
は
此
樹
木
に
依
り
て
適
法
に
自
己
を
養
ふ
を
得
可 

'
き
も
、十
步
を
隔
て
た
る
同

一,

種
の
樹
果
に
觸
る
、
は
余
に
取
り
セ
は
犯
罪
な

-

CN 

.

余
に
し
て 

ー
時
間

.以
前
に
此
ー
衣
、服
を
着
用
し
た
ら
と
せ
ば
、余
は
最
も
峻
酷
な
る
沏
罰
を
受
く
可
か
タ
し 

な
ぅ
、而
も
或
る

5

 

■
々
數

S

呢
文
を

’唱
ふ
る
に
面
り
て

■今
や
之
を
し
て
余
の
.使
用
に
適 

す
る
に
至
ら
し

め
た
、

此
家
に
し
て
對
岸
の
土
地

に
..

存
せ

々

落

ば
、其
中
に
住
す
る
は
余

'

第
十
II 

(
一

六
o

七)

論

砩
デ

グ

ィ

…

1

めI
I
 

f

蘇

.

ま

：：



第
士
_
 

(

i
K
o八)

臨

魄

K

グ
ィ
O

T

ム
の
烴
潢
踢
，說
 

第
十
：
一

號

七

ニ
 

に
取

&

て
は
不

•©
徳

V
.
P
し
な
る
可
し
、而
も
そ

u
f
f
i
か

R
河
岸
を
異
に
し
て
建
設
せ
ら
れ

 ̂

る
が
爲
め
に
相

*

れ
る
國
法
0
適
用
を
受
け
、而
し
て
其
余
が
所
有
と
爲
れ
る
に

ff
i

ぅ
て
、佘
は 

何
等

.の
責
罰
を
も
蒙
る
’こ
と
な
き
な

\

克
く
迷
信
を
暴
露
せ
し
め

‘得
た
る
ビ
同
一
種
の
.推 

論
は
，亦
左
公
疋
に
も
適
用
す
る
を
得
可
し

o

然
れ
ど
も
迷
信

w

公

5 E
W

の
間
に
は
重
耍
な
る 

相
違

;̂
>

、前
葙
は
浮
躁
、無
用
且
つ
：煩
惱

'
.な
る
も
、後
者
は
人
類
の
福
利
、社
會
の
存
在

ft
収

h

て 

絕

§

忙
必
要
、な

.
'る
も
の
な
り
。
教
し

1 |
會
.の
.
'利
益
に
し
て
毫
も
顆

.慮
せ

■ら

る

>
こ
と
な
く
ん 

ば
他
人
が
承
諾
の
章
を
示
せ
る
-寧

 

示
す
る
に
曲

b

て
特
定
の
；物
件
に
關
す
る 

余
が
行
爲
の
性
質
を
變
せ
し
む
る
こ
と
怆
も
或
る
僧
侶
が

' 
一
定
の
樣
式
に
於
て
祈
禱
を
_
す 

る

R
由
ち
て
木
石

i
.の
堆
植
を
し

.て
爾
後
永
遠
に
神

■

な
ら
し
む
る
ど

®

ぶ
所
な
か
る
可
し

(

同 

p
p
:
2
3
3
-
5
.)。

然
れ
ど
も
公
正
，の
道

.德

.的

.義
務
及
び

1»
*
ド
關
す
る
諸
權
利
は
斯
く
の
如
く
其
純
乎
た
る 

功
和
的
基
礎
を
暴
齡
す
る
に
由

b

て
薄
弱

^
爲
る
こ

f
な
し
。
即
ち
凡
そ
如
何
な
る
義
務
に 

對
し
て

7
P
A間
社
會

‘茬
し
く
は
人
性
す
ら
其
確
立
な
.く
し
て
存
狂
す
る

こ

と
能
は

t '
、這
般
の 

0

務
に
對
し
て
拂
は

:6
、
敬
意
が
愈
よ
神
聖
に
し
て
犯
す
可

&

ざ
る
も
の

V
J

爲
る
に
伴
ひ

、
^

ほ
一
瞥
大
な
る
幸
福
ビ
完
成
ヾ
し
の
程
度
に
到
達
す
可
き
を
認
む
る
よ
分
も
更
に
强
固

ff
る
莪 

礎
を

•期
待
し
得
可
き
や
。：
公
正
は
明
白
に
公
益
を
增
進
し
、政
治
社
會
を
支
持
す
る
に
資
す
る 

が
故
に
、公
正

‘の
情
操
は

.這
般
の
傾
向
に

»

す
る
菩
人
の
反
省
よ
り
生
じ
た

~

る
か
、®
し
く
は
飢 

渴
及
び
其
他
の
物
欲
、懷
怨
、愛
生
、子
孫
に
對
す
る
愛
着

.及

.び
典
他
の
欲
情
せ
等
し
く
自
然
が
之 

ビ
等
し
き
有
利
な
る
自

.：的

0

爲
め
に
人
間
の
.心
胸
に
植
付
け
た
る
單
純
な
る
原
始
的
本
能
よ 

&

發
し
た
る
か

#

人
は
興
一
方
の
命
題
を
擇
ば
ざ
る
を

.得
ざ
る
が
如
し
。
若
し
後
者
に
し
て 

事
實
な
ら
ば
公
疋
の

.8

た
る
財
産
權
は
亦
た
單
純
本
原
の
本
能
に
よ

b
■て
區
別
せ
ら
れ
、毫

.
 

名
論
證
又

^
は
反
省
に
よ

P

で：磘
定
せ
ら
る

 

> 
こ
と
な
き
に

M

る
可
し

a

然
れ
ど
も
曾
つ
て 

斯
ィ
の
如
き
本
能
に
就
さ
て
聞
知
せ
る
者
在
ぅ
や
。
又

^

そ
は
新
發
見
を
行
ひ
得
可
&
題
目 

•

f

や
。
然
ら
ば
菩
，人は

.，亦

/
a
從
*
全
人
類
の
注
意

よ

^

0

れ
た
る
新
た
な
る
官
能
を
體
內 

に
發
見
す
る

zV
J

を
豫
期

^
得
可
し

”

加
之
^
ら
文
自
然
は
本
能
的
情
換
に
よ
り
て
财
產
を 

區
，別
す
ど
稱
す

.る
は
：頗
る
節
單
な
る
議
論
な
る
；か
如
し

ビ
雖
も
、
®

も
.事
實
に
於

；

て
吾
人
は
是 

が
，爲
め
に
は
無
數
め
相
異
れ
る
本
能
を
必
耍
ビ
•す
る
を
發
見
す
る

に

M
る

可
し

o

ル
を
財
産 

に
關
す
る
ビ
又
た
其
他
冇
ら
ゆ
る
人
事
關
係
に
於
け
る
と
を
問
は
ず
、到
る
處

R
骰
見
せ
ら
れ
、

笫
十
H
怨

C
H

ハ
〇
九)

論

說

デ
グ
ィ
F
o
bユーム

の
經
濟
纷
骯
，
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論
魄
：デグ
ィド

*
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1ム
の
經
濟
學
貌

 

、

-

铂
十
ニ
號
七
四

又
た
到
る
處
に
宿
效
な
る
絕
對
の
公
疋
な
る
も
の
存
す
る
こ
な
し
。
同
種
の
鳥
は

1|
て
細 

何
な
る
時
代

V

鄕
土
ビ
を
問
は

.す
、彼
等
の
巢
を
造
る
こ

ビ

一
機
な
り
、玆
に
吾
人
は
本
能
の
力 

を
觀
る

'。

0 
0

れ
る
時
代
名
場
所
す
に
於
け
る
人

.々
は
彼
等
の
，

^
M
>を
®
ふ
る
こ
と
區
今
た

- 

.

..

——

：

；

-

*

.

. 

. 

. 

I 

.

&
、此
處
に
吾
人
は
：理
、性
と

#
、習
ど
の
影
響
を
認

.む。

同
一
广
の
推
論
は
生
，殖

.の
本
能
ビ
財

：

産
の 

制
度
と
を
對
比
ず
る
に
由

A

て
之
を
引
く
乙

^

得
可
し

(

同pp. 

235-7.)。

然
；れ
ど
も
變
化

'は
*

一
 

ヰ

:*
^

れ
ざ
る
も
の
に
非
ず
。

.
國
法
の
不
同
は
如
何
に
大
な
•シ
ビ 

す

る

も

興

主

た

る

輪

，廓

：は

：其

.期
す
る
所
の
泪
的
が
到
る
處
に
於
て

JE
確
に
同
一
な
る
が
故
に 

可
な
公
の
合
律
性
を
以

.セ
相

1
致
す
る

乙
と
、恰
も
有
ら
ゆ

る

家
房
が
其
形
狀
、資
料
に
於
て
跪 

々
た
る
に
拘
ら
ず
等
し
く
屋
根
、壁
、窓
及
び
煙
爾
繚
を
有
す
る
が
如
し

(

同

P. 

2
3
7
.)。

有

ら

ゆ

る
 

國
民
に
共
通
な

.る
人
間
の
：本
性
は
共
姐
な
；る
體
樣
に
於
て
發
現
し
來
，る
も
の
に
し
て
、®
し
然 

>
b
,ざ
れ
ば
政
治
科
學
又
た
は
人
性
科
，學
は
全
然
存
立

•す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
な
り
。
斯
く
て
財 

產
制
度
の
利
益
：亦
た

.
1

地
方
及
び
一
國
民
に
特
有
な

s'
に
.非
ざ
る
な
り
。

占
有
の
安

&

は
人
辟

» t
:

鲁
'に
取

P

て
，如
何
に
有
用
又

*

は
必
要
な
，ぅ
と
す
る
も
、を
は

®

る

.

.

.

.

.

.

.. 

:■ 

•
: 

.

ff
i

大
な
る
不
便
の
伴
ふ
も
の
あ
々
。

-
適
否
の
關
係
は
人
類
の
：財
產
：分
配
に
際
し
て
は
：嘗
て
考

.

It
に
入
る
可
き

.も

の

K
非
：す
"而
も
菩
人
は

M
:に
其
適
用
の

1

般
的
に
し
て
早
に
疑
惑
及
び
不 

号
の
货

0

な
き

®

則
に
據
ク
て
自
己
を
支
配

.せ
^

る
•.可ら

.ず
0

社
會

~の：始
初
に
於
け
る
現
在 

の
.占
有
及
び
其

锛

に一於け

.る
先
占
、唆
效
、添
附
：及
び
相
織
は
疋
：

^
此
稱
に
：腐
す
る
な

.ゎ
。
是
等 

の
も
：の
：は
偶
然

S
y

機
會
に
依
賴
す
る
こ
ギ
頗
る
大
な
る
を
以
て
、往
々
に
し
て
寒
し
く
人
，令
の 

炎

«

及
び

.欲
望

W

M

®す
‘る
：に
至

\
人
ビ
所
餳
ビ
は

®

ば
合
宜
の

1

合
を
缺
く
こ

f
大
な
ら

.
 

ざ
る
を

#
令
。
菇

«

に
®

^
を

®

す
る
大
不
便
が

.

.
b。
'
而
も
各

A

を
し
て
直

'接
彼
が
自
已
に

'
 

1

せ
&

と

剑

斷

せ

ー

る

物

を

强

カ
^-
以y

把
扼
す
る
乙
と
を
許

S

ん
か
社
會

-は
終

R
破
滅
を

ii 

る

可

し

。
，
.是
に
於
て
乎
、公
正
の

.原
則
は
硬

«

な
や
安
寒
？
此
可
變
：不
寒
の
，調
盤
ビ
の
間
に

一 

M 

.
の
：中

庸

を

求

む

る

、
な

、

。

;'
/
:
.占
芾
及
び
所
有
：ゆ
其

.權

.利
者
が
俾
人
に
，之
を
讓
波

.す

る

Z
や
を 

承「

諾

せ

る

•.場

合

V

を
涂
きr

常
に
安
定

.な
り
' と
镞
す
も

.の
は

1
し
.典
最
：良

.遒

在
t

此

原

則

^

職 

_

軋
櫟
を
喚
起
せ
し
む
る
：が

.如

&

惡
結
果
を
生

.ず
る
の
處
な

く
し
，て、克

'く
財
產
と
所
有

#
i
_
-

 

を
適

'合
せ
し
む
る
に
資

:t
る
を
得
可
し
。
獨
シ
相
異
れ
る
土
地
•
相
興
れ
る
貨
物
を
生
産
す 

る
.の：
t

ら
ず
，相
異
れ
る
人
々
は
自
ら

*

異
れ
る
業
務
に
適
し
、而
し

.て
齊
ら
之
に
從
事
，す
る 

.じ
：由

'り
で
一
層
寒
成

0
;
'域
ほ
到

«

す
る
も
の
な
，

,
於
故

^
、效
に

' 相
®
:
©
:
交
.易

R

び
商
業
'の
必

钪
£

« •(
1
4

ハ
1

C

論

E

デ
ゲ
ィ
ド
*

;

^

1
み
の
純
總
战
餽
 

第十ニ號七五



第
十
三
‘
.
# 

-

(

一
六
ニ
|)

.

諭

餅

デ

.ダ
ィ
ド
，£

|
八
の
.經
濟
學
魏 

，
第

卜

二

號
b

、、

.
要
起
る
な
り

。
；
' 是
：に
由

b

て
合
意
，に
侬
る
所
有
權

.の
移
轉

•は
斯
く

0
如
き
承
諾
な
，
場
合
に 

於
け
る
典
安
足
と
等
し
ぐ
自
然
法
に
基
礎
を

有

す

る

%

の^
l
H
u
m
a
n
N
a
t
u
r
e
,

 bk. iii. p
t

 IL sect

i
w
.
p

 
パ
 

S
3
.

)
0 

:

是
.迄
で
は
明
白
な
る
效
用
及
び
利
益
に

ょ
$

て
決
定
せ
ら
る
、
所
な
る
が
、國
法
、及
.び
大
多 

數
の
著
衮
に
從
へ
ば
、自
然
法

.に
據
る
も
亦
た
、物
件
の
引
渡

"即
ち
知

.€

.し
得
可

§

交
付
|が
所
有 

樅
移

#

の
必
恶
な
る
事
項

'ど
，
し

て

、
.一

般

に

認

め

ら

ふ

 

> 

は
恐
ら
く
は

51
に
與
末
な
る

.理
由

 ̂

甚
く
も

0
な
る
可
し
。

一
物
件
の

I.所
有

*

は
.毫
も
德
性

.

.

即
ち
心
意

.の

.情
操
に
關
係
な
き
或
る 

實在ど看做す時

.は
，、全然
知

®

せ
ら
る
：

S

こ
と
及
び
了
知
せ
ら
る
と
す
ら
な
き
も
の
に 

し
て
、又
た

.吾
人
は

^

安
定
若
し

.く
：は
移
轉
の
孰
れ

.に
關
し
て
も
何
等
明
確
な
る
總
念

5:
構
成 

す
る
こ
ど
能
は
，

t

此
不
：完
全
：な
る
吾
人
の
觀
念
は
所
有

.權

.の
®
定
に
關
し
て
は
吾
人
の
注 

意
を
藤
く

 
I

大
な
ら
ざ
る
が
故
に
、知
覺
せ
ら
る

> 

Z
と
少
し
。

而
も
所
有
樺
移
轉
は
是
ょ
り 

も
‘姻
著
な
る
事

#

5:
:る
を
以

.て
吾
人
が
觀
念

0
缺
陷

.は
，一
層
明
か
と
爲

6
、有
ら
ゆ
る
ヶ

ui
T

に 

向
つ

V

 

.
1

定
の
救
濟
を
.觉
め
し
む
る
な

&

C
而
し

1

«
七

現

，在

；の

印

象

及
.び
其
印
象
と
：観
念 

ビ

の
間
の
關
係
の
如
く
觀
念
を
刺
戟
す
る
も
の
な
き
が
故
に
、吾
.人
が
此
方
面

よ

令
し
七
或
る

假
擬
の
知

.a
を
觉
め
ぶ
ヒ

「

す
る
は
自
然
な
る
可
し
。
所
有

*

©
移
轉
を
/了
知
す
る
に
當
り
此

. 

.

想
像
を
助
く
る
が
爲
め
に
、吾
人
は
：知

®

し
得

.可
き
物
件
を

.取

t

0

し
て
現
.實
に
其
占
有
を
吾 

人
が
所
有
權
を
讓

®

せ
ん

S
す
る
者
に
移
す
な

b

o
行
爲
の
想
定
せ
ら
れ
た
る
類
似
並
び
に 

.此
知
覺
し
得
可
き
引
渡
の
現

.前
は
心
意
を

«

_
し
、是

^
.

_

^
て
所
有
權
の
玄
妙
な
る
移
動
を 

汀
，知
せ

>

 

,ビ
想
像
せ
し
む
る
な

&
。
斯
.く
て
穀
倉
の
键
を
與
ふ
る
は
其
內
に
藏
せ
る
穀
物
の 

引
渡
と
し
て

.了
解
せ
ら
れ
、石

£
 

土
ビ
を
與
ふ
る
は
莊
園
の
引
渡
を
表
承
，す
る
が
如

き

、
孰
れ

も 

事
實
上
の
引
渡
を
行

a
得
ざ
る
場
合
に
意
象
を
滿

^

せ
し

U

る
が
爲
め
に
發
明
せ
ら
れ
た

る 

「

象
徵
的

j

引
波
な
、

4

斯
く
 

.の
如
き
は
即
ち
國
法
及
び
自
然
法
に
於
け
る
速
信
的
惯
行

R

し
て
、
 

宛

も宗
敎
上
に
於
け
る
羅
馬
加
特

.力
の
迷

«
.

^
彷
：彿
せ

6

.

1

-&
3
,
4.

)

。

.全
：然
個
人
所
有
權
を

«
爾
し

»

人
は
單
に
一
時
財
貨
を
占
有
し
、使
用
收
益
す
る
を
得
る
の 

み
に
し
て
、之
を
處
分
す
る

.
の
.權
利

5:
ィ
、所
有
權
は
：獨
办
共
伺
圓
體
の
手
に
存
す
可
き
も
の
な 

ぅ
と
做
す
綜
合
所
有
權
說

(centralistischen 

Eigentumstheorie)

に
想
到
す
る
：こ

$
な
ぐ
、完
全

a

る
坪 

等
の
思
想
を
以
て
全

.

.然
實
行
不
可
能
な
る
か
、霧
し
く
は
人
間

)it
,貪
に
取
>
て
有
窖
な
る
も
の 

,̂
p

マ
し
做
し
て.財

産

均

分

論

(eAual 

sharing)

lt.

も

鸷

し
#

ざ

!)
•
し

：H
u
m
e
、

ば

«
會

構

成
0 '
始

切 

笕

十

三

卷(一

六
S)

論
.
.0

デ
，グ
ィr

£

1ム
の
經
濟
學
說'
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第

十

二

號

七\.

に
於
け
る
占
有

.紙
會
確
立
後
に
於
け
る
先
占

*時
效
、ぽ
附
及
び
相
續
を
以
て
所
有
權
の
權
原

e 

認
め
た
る
も
、而
も
其
究
竟
の
原
因
を
人
類

.社
畲
の
便
益

.に
觉
め
、凡
そ
财
貨
は

' 皆
な
勞
働
の
結 

果
と
じ
て
稆
孩
す

6:
も

0:
な
る

.が
故
に
‘勞
働
は
亦
た
必
然
財
貨
に
對
す
る
所
有
權
の
基
礎
た 

:ら
，ざ
る
可
ら

^

W
做
す
謂
ゆ
る
勞
働
說

(labour t
h
e
o
r
y
)

に
對
し
て
は
數
個
の
反
瞪
を
鑤
げ
て
之 

を
拒
否
し
：

s

有
權
は
外
部
：的
作
用
に

.因
つ
て

'生
ず
る
も
の
に

.非

.ず
、人
類
生
得
の
本
能
ょ
令
發 

露
し
‘來
れ
る
も
の
な
ヶ

;&
#

す

&

然
說

(
n
a
t
M
i
&
e

 

Eigenthumstheorie)

及
び
离
物
は
本
來
悉
く 

社
：會
の
共
有
に

«

す
る
も
、鑣
て
各
個
人
が
興
自
然
的
狀
腺
の
自
己
に
不
利
益
な
る
を
知
覺
し
、
 

相
俱

k
 
.
0
約
を
締
結
し
て
國
家
組
織
を
成
し
、之
ビ
同
時
に
個
人
は
又
た
社
會
ヾ
し
契
約
を
-結
ん 

で
共
有
の
財
を
自
己
の
有

V
J

爲
す
に
至

る

と
說
•く
契
約
說

(n§
tractthe

-orie)

に
も
胜
く
こ
と
を 

■#
ず

し

て

、®:
會

效

用

說

ヘ

social 

utnity'tlledry〉
の
基
礎
に
立
脚
し

*後
年
の
自
然
的
®
濟
的
所
有
權 

說(nat

cir
H
c
h
e
-
6
k
o
n
o
m
i
s
h
e
w

一
 g

e
n
t
h
i
s
t
b
e
o
r
i
e
)

の
先

驅
%
爲
せ

>

9

0而
し
て
所
有
權
は
又
れ
降
姊
の 

社
會
盼
便
益
に
從
っ
て
自
然
的
公
正
の
原
則
.を
改
變
す
る
慣
習
法
及
び
成
文
法
の
權
威
に
從 

風

す

解

す

る

に

於

て

一
.

種
の
法
定
說

(legal 

tlleoly)

に
‘
®
け
る
も
の
な
り
。

然
れ
ど
も

H
u
m
e

は
第
十
九
世
紀
の
社
會
主
義
溝
の
如
く
、外
部
的
及
：び
經
濟
的
事
情
を
以 

て
唯
 

一
0.
決
定
的
效
カ
と
做

し
、
內
部
的
の

も

の
は
何

等
の
ff
l

値
を
も
有
す
る
も
の
に
非
ず
と

■
 

看
る
が
如
き
推

.論
を
下
す
も
の
に
非
す
。
人
間
の
資
性
.及
び
性
向
は
絕
ぇ
す
高
尙
な

る

學
問 

文

*

に
對
す
る
做
肅
な
る
注
意
、善
良
な
る
，模：範
の
追
求
及
び
習
慣
の
力
に
由
公
て
改
善
せ
ら 

る
、
を
#
可

し
。(Essays, Part L, Essay X

V
I
r
T
h
e

 s
c
e
p
t

p-pp. 

1
5
6. 9.)。

宛
も
不
幸
が

惡
德
及
び 

痴
愚
に
附
隨
す
る
が
如
2

奉

運

；は
縦
し
必
然
に
非

.す
と
す
る
も
自
然
に
德
及
.び
美
性
に
鞾
合 

せ
ら
、る
 

S な.ONws
s
a
y
o
n
l
m
p
&
e
n
c
e
a
n
d

 

Modestry,. 1
7
4
1.

0
H
u
m
e

 

は
彼
が
財
貨
取
得
の
欲
念
に

 ̂

勝
つ
が
爲
：，め
に
公

'
.正
の
原
則
を
必
要

V
J

す
る
所
以
を
闕
.明
せ
ん
ど
欲
す
る
に
際
し
て
は
這
般 

の
欲
情
を
重
視
せ
石
に
：雖も
、少

く

も

富
に
對
：す

.る

.愛
_

の
形
寧
に
於
て
は
現
世
的
幸
運
に
對 

す
る
.欲
求
は
亦

.た
人
類
の
支
配
的
欲
情

^
し

y

看
做
を
る

A

こ

e
な
し

.0
日
く

"自

a

及
び
自 

己
の
最

•%
近
親
な
る
侶

#

の
爲
め

.に
財
貨
及
び
所
領
を
取
得
せ
ん

.と
ず
る
此
欲
念
の
み
惟

J 

飽
：足
す
备
こ
と
な
ぐ
、不
爾

.普
遍

.に
し
て

"又

^
麻
會
に
取

b

y
直
：接
.
.破
寧
的

'な
る
も
の
な
办

9 

.

 

如
何
な
る
人
ビ
雖

t

a
に
.由
り

.て
刺
戟
せ
ら
れ
ぎ
る

I

者
殆
ど

^

る

こ
£
な
く
、
又
た
を
が
何

_ 

の
制
限
な
く
し
て
發
動

し
、而

し
て
其
最
初
に
し
て
最
自
然
な
る
行
動
に
道
を
譲

b

た
る
時
、何

第十
.三
卷

(

ー六
1
五)

論

魏

デグィ

f

b

H

1ム
の
經
濟
學
耽
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‘
$

三

怨(

1
六
1
六)

論
訛
デ

•ゥィド

s

.

st
.1
ム
の
經
濟
珙
說
 

0

A

D

人

と

雖

も

之

を

提

.怖

せ

ざ

る

者

な

き

な

ち

'0
斯
.く

て

犬

體

に

，
.於
.セ

吾

：
人

は

社#

を
確
立
す
る

.
 

の
困
雛
を
以
て
此
欲

.

.情
を
調
整
し
抑
制
す
る
忙
當
つ
て
遭
遇
す
る
困
雛
に
因
つ
て
或
は
大

ビ 

觀
、小
と
做
す
な
ヶ

 

VJ。
(
H
u
m
a
n

 Nature, 

b
k

5:
, pt. 

ir*
, sect 

iL 

p. 

2%
.
)
。
H
i
e

 

はA
d
a
m

 

s
l
h

 

ど 

異

-
C
S1T
.
如
何
な
.る
正
確
な
る
判
'斷
に
依
る
も
富
に
對
す
る
欲
求
が
決
し
て
社
會
を
構
成
す
る 

の
カ
ビ
し
て
看
做
さ
る
可
き

4

の
ビ
思
料
す
る

i

な
か

^
き
。
そ
は
寧
ろ
&
然
阻
礙
ず
る
を 

要
す
る
破
墩
的
勢
力
た
：る

#

ぅ
。

彼
は
少
べ

S
も
此
點
に
於
て
個
人
主
義
者
に
非
ざ
る
な
り 

(BchaJ, philosophy and 
p
o
s
o
fcE

c
o
n
o
m
y

 

in s
o
m
e

 

of their historical 

rdations 

1
8
9
3. 

p- 

1
1
6
.
0

.H
u
m
e

は
肴
ら
ゆ
る
物
は
熟
練
及
び
勞
：働
に
：對
し
て

«

却
せ

ら

るを

0

明
し
、人
は
啻
に
外
界 

0
自
然
に
對
す
る
の
み
な
ら
ず
、彼
自
身
の
上

i;
も
亦
た
其
の
勸
勉
を
誘
が
ざ
る
可
ら
ず
、彼

 ̂

，.し
：V

若
し
自
己

.を
圍
繞
せ
る
障
寄
を

.，克

.服

.せ
'ん
こ
，.VJ1.

を
.欲
：せ

.ば
^

は
；
才
能
、心
意
及
び
肉
澧 

を
.改
.:&
せ
ざ

.る

.可
ら

t
7レ
做
.せ-^(Essays'

s

L
,

w
s
s
a
w 

X
V
X
,

 

T
h
e

 .stoic.

V

1
3
2. .seG 

し 

p
.
.
彼
の
.了 

解V

せ
る「

勞
働」

は
.常
に
肉
體
的
勞
苦
と
等
し
く
心
知
的
の
を
れ
を

7P'

包
含
す
る
も
の
な

P

O

而 

し

で

又

た

彼

に

從

，
へ
：
ば

：吾

人

：

の
.：

領
有
す
る
財
货
に
コ

.
|個
の
相
異
れ
る

®

類
あ

A
。
吾
人
が
心 

意
：
の
內
部

的
滿

M

吾
.人
.が
肉
、體
の
外
部
的

^
益
及
び
吾
人

が
自
，已
の
勸
勉
■及

び
幸
運
に

由

6

て
取
得
し
占
有
せ
る
物
の
享
樂
即
ち
是
な

h
 ̂

o 

: 

•

(

前
'揭「H

u
m
a
n

 Nature, 

p. 

2
6
1
0
0

 

.又

た

.，
普

く

承
 

認
せ
ら
れ
た
る
總
念
に

從
へ

ば
、人
間
の
幸
福
は
行
爲
、快
樂
及
び
無
爲

S

靜)

の
三
要
素
よ
々
成 

る
も

の

V
如
し
。
是
等
の
も
の
ゆ
榈
人
の
特
有
な
る
性
質
に
依
り
相
異
れ
る
割
合
を
以
て
混 

和
せ

'ら
る
可
き
も
の
な
る
も
、而
も
其
ニ
と
雖

7P、

全
然
缺
如
せ
ん
か
、幾
分
全
®
の
好
感
を
稱
壤 

せ
ざ
る
を
得
ず
。
エ
；業
及
び
技
術
の
昌
礎
な
る
時
代
に
於

.て、人

4r
は
永
續
的
業

務

を
續
行
し
、
 

而
し
.V,

興
報
酬
と
し

V

彼
'等
が
勞
働
の
果
實
た

.る
快
樂

(

當

.の
享
樂
及
び
現
實

.の
消
費
^

等
し 

<

業
務
其
奢

?:
も
享
樂
す
る
な

.
6
-
0
心
意
は
新
た
な
る
氣
力
を
取
得
し
、其
能
力
を
擴
大
し
、犯 

道

^
勉
锄
し
て
其
自
然
的
物
欲
を
滿

.足
' 
せ
し
む
る
と
共
に

{女
易
遊
：惰

.，に

養

は

る、
の
時
、級
生 

す
る
を
普
通

^
す
る
不
自
然
な
る

も

の
ゝ
發
達
を
防

.止
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